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序

三重県西部に位置する伊賀の地は、四方を山々に囲まれた地域です。この地域は、中世に

活躍した土豪たちが残した数多くの城館が集中していることで知られています。

ここに報告する、上野市喰代字和田に所在する安場氏館跡も、周囲に土塁を巡らした中世

城館の一つです。館跡の一部に上野大山田線緊急地方道路整備事業が計画されたため、平成

10年度に事前の調査を実施し、記録保存したものであります。

ここにその結果を報告するとともに、今後の中世城館の研究の一助となることを希望して

います。

また、当地域には、我々の祖先の残した数多くの歴史的遺産があります。文化財保護行政

の一環として、今後もそれらの貴重な財産を保護し、後世に伝えていくと共に、今後の文化

の向上、発展に活用していくことに努め、我々の公共財産である歴史的遺産と公共事業との

共存・共栄の道を模索しなければならないと考えています。

調査にあたっては、三重県県土整備部道路整備課および、上野市教育委員会などの関係機

関の他、地元地区の多くの方々から様々な形でご協力を賜りました。ここに厚くお礼申し上

げます。

平成11年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長大井輿生



例 -――口

1. 本書は、三重県上野市喰代字和田に所在する安場氏館跡（やすばしやかたあと）の発掘

調査報告書である。

2. 本遺跡の調査は、平成10年度（主）上野大山田線緊急地方道路整備事業に伴い、三重県

教育委員会が三重県県土整備部道路整備課から経費の執行委任を受けて実施した。

3. 調査および整理は次の体制により実施した。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三重県埋蔵文化財センター

調査第一課主事

資料普及グループ研修員

面積約100m2

期 間 平成10年6年22日～同年7月3日

松葉和也

松田久司

4. 調査にあたっては、安場俊一氏、地元喰代の方々をはじめ、三重県県土整備部道路整備

誤・伊賀県民局建設部道路整備課・上野市教育委員会からの協力を得た。

5. 本書の執筆・編集は松田が行った。写真撮影については松葉、松田が行った。また、上

野市教育委員会より写真提供を受けた。なお、室内整理作業、図而作成等は調査担当者と

資料普及グループが行った。

6. 本書の方位は真北を用いた。なお、磁針方位は、西偏6度30分（平成元年、国土地理院）

である。

7. 本書で報告した記録は三重県埋蔵文化財センターで保管している。

8. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、スケールバーを参照ください。
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ー 前 言

1 . 調査の契機

今回の安場氏館跡の調査は、平成10年度（主）上

野大山田線緊急地方道路整備事業に伴う発掘調査で

ある。安場氏館跡は、既に周知の遺跡としてその存

在が知られており、今回は道路拡張のために現状保

存困難な範囲について本調査を行うこととなった。

2. 調査の方法と経過

事業地に県道が隣接する状況にあり、通行の安全

からも掘削に制限が加えられることとなった。

土塁上に堆積していた表土については、人力掘削

によって除去した。堀及びトレンチについては一部

重機を使用した。廃士については、人力及び重機に

よって除去した。調査区の平面図（調査前測量図含

む）は、平板測量により 1/100でコンタ図を作成し

た。現地の発掘調査は、平成10年6月22日から開始

し、同年7月3日に終了した。最終的な調査面積は、

約100nfである。

3. 調査日誌（抄）

6月 1日

6月2日

6月4日

6月5日

6月8日

6月11日

6月22日

6月23日

調査前測量開始（松葉・松田・船越・坂

倉）。

調査前測量（松葉・松田・坂倉・木野本）。

調査前測量（松葉• 松田・坂倉・船越）。

調査前測量（松葉・松田・木野本・船越）。

調査前測量終了（松葉・松田・木野本・

船越）。

調査前測量。

図面の不備箇所を補足。

調査開始。

作業員作業開始。

除草、立木伐採、表土除去。

雨天のため作業員作業中止。

廃土除去。

上野市教育委員会（緑ヶ丘整理所）で、

和田遺跡関連資料を見せてもらう。

6月24日

6月25日

6月26日

6月29日

7月1日

7月2日

7月3日

表士及び廃土除去。

士塁屈曲部内側に石積みが認められたが、

石積み内側よりビニール等が確認され全

ての石を取り外す。

根切り、除草等写真撮影準備。

写真撮影。

平板測量。

南側トレンチ設定。

南側トレンチ土層断面図作成。

平板測量。

写真撮影。

北側トレンチ設定開始。

北側トレンチ設定終了。

作業員作業終了。

北側トレンチ土層断面図作成。

南北トレンチ設定。

写真撮影。

堀部分の土層断面図作成。

層位別に掘削、遺物確認。

トレンチ埋め戻し。

現地調査終了。

4. 文化財保護法等による諸通知

文化財保護法（以下、法）等にかかわる諸通知は、

以下により文化庁長官等に行っている。

・法第57条の3第1項（文化庁長官宛）

平成10年6月23日付道整第149号（県教育長通知）

・法第98条の2第1項（文化庁長官宛）

平成10年6月22日付教生第488号（県教育長通知）

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（上野警

察署署長宛）

平成11年2月12日付教埋第2-21号（県教育長通知）

ー



II 位猶と環境

伊賀の国は、三重県の中央、西部に位置し、奈良

県と境を接する小盆地である。東方には布引山系が

分水嶺として連なり、雨水は、木津川（長田川）や

柘植川、服部川等に集まり、木津川から、やがて淀

川となり大阪湾に注いでいく。県内のほとんどの川

が伊勢湾に注がれているのに対して、水系の違うこ

と、また位置的に畿内に近いことからも、この地域

が県内でも特徴ある文化形成をしてきたことが窺わ

れる。

安場氏館跡のある喰代地区は、分水嶺の位置にあ

り、標高250m前後の山麓部にある。西と北には狭い

谷が開き、久米川の上流域、友生支盆地の最奥部に

位置する。友生から比自岐、大山田にぬける分岐点

となっており、交通の要所にある。この城館は、県

道上野大山田線が喰代集落で北に折れる西側付近で、

現在は安場俊一邸となっている。

当遺跡周辺では、縄文時代以前の遺跡はあまり知

られていない。安場氏館跡 (31) と重複する和田遺

跡 (83) の発掘調査では、縄文時代早期の押型文土
② 

器及び掻器が検出されている。弥生時代の遺跡につ

いては、周辺には、弥生後期の遺跡として、轟遺跡

(76)高北遺跡 (80)小上野遺跡 (75)等が段丘上

に分布している。

古墳時代にはいると、多数の古墳が周辺に築かれ
③ 

るようになる。中でも、高猿古墳群 (77) は、喰代

集落の北側、大山田村との境界付近の狭い谷あい尾

根の稜線および斜面に分布する古墳群である。特に

高猿1号墳 (79) は、銅鏡・勾玉・鉄器類等の豊富

な副葬品とともに、蛤や飽等の貝殻や魚骨が須恵器

の中に収められていたことで知られている。最近で

は、昭和56年に、県営圃場整備事業に伴い発掘調査
④ 

された高猿6号墳 (78) がある。なお、喰代地区周

辺の弥生時代遺跡及び古墳時代の集落遺跡の所在に

ついては、確認されていない。

奈良時代の遺跡としては、喰代地区の西隣にある
⑤ 

蓮池代遺跡 (81)があげられる。墨書土器、円面硯、

緑釉陶器等の出土遺物や掘立柱建物群の一部が計画

的に配置されていることから、奈良時代を中心とし

- 2 -

た平安時代をも含む公的性格の強い遺跡であると考

えられている。

中世に入ると、喰代・蓮池・高山の狭い谷間に百

地丹波城 (32)等の多数の城館が集中して作られ、

特徴的な城館集中地域となっている。周囲を丘陵に

よって囲まれ、その中に平野をもつこれらの地域は、

自然的な地理環境においても細分化されており、小

地域としての隔絶性を持っていた。また、中世以降

の集落形成にあまり変化の無かった点でも共通して

いる。そのせいか、これらの地域では戦国大名は出

現せず、農村的性格をもつ、中小の土豪が共存して
⑥ 

いたようである。城館は喰代地区だけでも、石ヶ谷

砦 (26)、喰代氏城 (27)、奥氏城 (28)、入屋敷寺 (29)、

安場氏館、和田城 (30)、百地丹波城と列挙できるほ

どである。中でも百地丹波城は「三国地誌」所載の

「一宮黒党次第案」天文13年 (1544年）に喰代もも

地殿と名がみえ、北伊賀で勢力を持った土豪であっ

たと推察される。三方土塁の主郭を中心に小郭や出

丸などが残っている。城館の集中は、隣接地域でも

同様で、蓮池地区では、西岡氏館(38)、吉田氏城(39)、

上山氏城 (40)、土田権右衛門館(41)、脇田氏城(42)、

村井氏城 (43)等があり、山田支盆地では、風呂谷

館、阿波氏館、小野氏館、井上氏城 (14)、永井氏城

(25)、副持氏城等がある。高山では、清水城 (33)、

島地氏城 (34)、大久氏城 (37)、高井将監城 (36)、

高塚砦 (35) があり、比自岐盆地では、四方が土塁

に囲まれた形態だけで、瀧川三朗兵衛砦 (69)、城氏

館 (67)、竹田氏館 (61)、岡波館 (59)、荒堀長川館

(57)、西氏城 (56)、荒堀氏城 (52)、竹岡氏城 (53)

とこれだけ挙げることができる。

また、安場氏館跡周辺で、中世の集落跡の遺跡と

しては、昭和56年に発掘された、安場氏館跡と久米
⑧ 

川を挟んで対岸にある馬場遺跡 (82) がある。掘立

柱建物が2棟確認されており、その出土遺物は、サ

ヌカイトやチャートの剥片から近世陶器にまで及ぶ

が、数量的に中心となるのは中世士器である。

安場氏館跡と規模のよく似た遺跡としては、風呂
⑨ 

谷館跡がある。風呂谷館跡は昭和58年度県営圃場整



第 1図 遺跡位置図 1 : 50,000 (国土地理院 1 : 25,000『上野』より）

1 荒木氏館 12 山田氏城 23 灼［公通城 34 島地氏城 45 安田氏館

2 竹本氏館 13 南出砦 24 角部城 35 高塚砦 46 塚本館
•一ー

3 池田氏館 14 井上氏城 25 永井氏城 36 扁井将藍城 47 田中氏城

4 城山城 1 5 長持氏城 26 石ヶ谷砦 37 大久氏城 48 旧｝＃氏眉

5 久保氏城 16 出後氏館 27 喰代氏城 38 西岡氏館 49 西岡氏館

6 轟西城 17 中出山城 28 奥氏城 39 吉田氏城 50 中切館

7 轟城 18 岡山氏城 29 入屋敷寺 40 上山氏城 51 重富氏館

8 沖氏館 19 平田城 30 和田城 41 埠柑右籍門蘭 52 荒堀氏城

， 前山城 20 箸尾氏館 31 安場氏館 42 脇田氏城 53 竹岡氏城

10 岡島氏城 21 米野氏館 32 百隠丹浪械 43 村井氏城 54 中川氏館

11 北坂城 22 菱野氏城 33 清水城 44 沢氏城 55 三藤氏城

第 1表城館一覧表
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■ •••中世城館 ●…古墳

実線内は遺跡範囲

56 西氏城 67 城氏館

57 荒堀長JII備 68 嵯員尾主馬肯

58 馬場東館 69 筒/II三狐兵籍晋

59 岡波館 70 丸山城

60 浅野宅 71 滝三河館

61 竹田氏館 72 妙楽寺城

62 藤島氏館 73 藪内氏城

63 菊田氏館 74 松田氏城

64 藤田氏館

65 高田氏館

66 貝野氏館



第2図 遺跡周辺地形図 1 : 5,000 (上野市都市計画図 1 : 2,500より）

備事業に伴いほぼ全面発掘調査された、4,000五前後

の小規模城館である。四方を堀で囲み、館内からは

12棟の掘立柱建物と土塁・土坑• 井戸・溝．柱穴群

等が検出されている。注目すべき点は、館内に遺構

が区画配置されている点で安場氏館跡も地籍図から

館内が区画されている様子を窺うことができる。

中世後半から近世にかけては、天正年間の織田信

長勢の侵攻に代表されるように、外的に対する備え

の必要性や、他国の築城技術の影響から、築城方法

や改造補修に、城館の形態の変化が見られるように

［註］

① 山本雅靖『和田遺跡発掘調査報告」（上野市教育委員会、 1986年）。

② 現在所在不明。

③ 『三重県の地名』（「日本歴史地名大系第24巻」平凡社、 1983年）。

④ 吉村利男「上野市喰代 高猿6号墳」（『昭和55年度県営圃場整備
事業地域埋蔵文化財発掘調査報告』三重県教育委員会、 1981年）。

⑤ 森前 稔「上野市蓮池 蓮池代遺跡」（『昭和56年度県営圃場整備

事業地域埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教育委員会、 1982年）。

⑥ 山本雅靖「城館研究の視点と方法の展開ー伊賀地域における考古

学的城館研究ー」（「中世の城と考古学』新人物往来社、 1991年）。

⑦ 『定本三国志下巻』（上野市立図書館、 1987年）。

なってくる。中でも、「天正伊賀の乱」の先駆となっ

た織田側の拠城、丸山城 (70) は、従来の伊賀型の

城とは違い山全体を利用した城で、中世の城として
⑩ 

は県内最大級といえる。

「天正伊賀の乱」後、伊賀の国は大名による一国

支配へと移行する。この変化の中で在地士豪たちは

「無足人」という形で幕藩体制下に組み込まれてい
⑪ 

く。なお、安場氏館跡は、江戸期は庄屋安場家の屋
⑫ 

敷となっていたようである。

⑧ 森前稔・山田 猛「上野市喰代馬場遺跡」（『昭和56年度県営

圃場整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告』三重県教育委員会、
1982年）。

⑨ 森前稔・伊藤久嗣「阿山郡大山田村風呂谷遺跡」（『昭和58年

度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教育委
員会、 1984年）。

⑩ 福井健二「伊賀の中世城館 (II)一城の形態と戦国期の変化」（『図

説伊賀の歴史（上巻）』郷土出版社、 1992年）。
⑪ 久保文武『伊賀国無足人の研究』（同朋舎、 1991年）。

⑫ 「伊賀の中世城館」（伊賀中世城館調査会、 1997年）。
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III 調在の成果

1 . 現況

土塁は安場邸周囲及び北側耕地西に残存している。

東側は倉庫が建てられていたり通路として利用され

ており削平を受けている。土塁は西側の最も高い所

で比高約2.6mを、東側では約1.4mを測る。館跡は

北側耕地部にあったとされている。耕地部の更に北

側には池及び水田があり、堀跡を残しているように

思われる。

2. 遺構

今回の調査は約lOOrrlだいう狭い範囲であったが、

調査の結果、東側土塁外側に堀の一部を確認するこ

とができた。また、調査前に土塁全体の測量を実施

し、土塁の全体像が概ね明らかになった。

(1)土塁

土塁部は、調査範囲内では、ほぼ全体が残存して

いると考えられていた。しかし、予想以上に削平が

激しく、最初士塁の一部と考えられていた東側土塁

屈曲部でも、畑で使用されたビニールや廃材等が確

認され近年の盛土であることが判明した。

高さ、幅を、調査範囲内北側トレンチで測定する

と、基底幅は6m以上、高さが1.Sm以上である。土

層の断面は山形を呈し、堀側で急角度に落ち込む。

上部には比較的緩やかな平坦面があり、館側に向かっ

て、緩やかにその高さを減じていく。層序について

は、最下層よりオリーブ褐色砂質土、暗オリーブ褐

色砂、黒褐色土が積まれ、その上にオリーブ褐色士、

暗オリーブ褐色士、オリーブ褐色砂、オリーブ褐色

砂質土といった順に築成されている。なお、旧表土

については事業地の状況から掘削に制限が加えられ

たため、明確にすることはできなかった。南側トレ

ンチでは、オリーブ褐色系の上位3層を確認するこ

とができた。 トレンチを入れた位置の関係上、深く

第3図調査区位置図 1 : 1,000 ■…試掘坑
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第4図 調査前測量図 1 : 400 
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掘り下げることができなかったが、北側トレンチの

断面観察との対応から、士塁が北から南にかけて緩

やかに傾斜していることがわかる。また、南側トレ

ンチ上層の、オリーブ褐色砂質土及びオリーブ褐色

砂の残り具合の良さからも、北側トレンチ上部には、

かなりの削平が加えられたことが窺われる。

(2)堀

昭和51年に広域市町村道路改良工事に伴い発掘さ
① 

れた和田遺跡の調査では、西接する安場氏館跡の堀

を確認するまでには至らなかった。しかし、調査後

行われた側溝集水施設の設置工事の際、無遺物では

あったが、厚い暗黒青色粘質土層が確認されたこと

が報告されている。

今回の調査では、北側トレンチ士塁東部に、黄灰

色系の粘質土及び灰色系の粘質土を確認した。土塁

の最下層と比べても際立った違いがあり、堀埋士の

堆積士と確認することができた。ただ、調査区が県

道上野大山田線に隣接していることや、 トレンチ内

に水道管が通っていることから、堀の東岸や深さま

で確認することは出来なかった。

2 4 a.o 

B 
------ - - - - - -_;c-- - - - - -
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2 9ヽ.0

：翠：菱合はトレンチ範囲·.·.·.·.·.•.· 

゜
1Qm 

゜
4m 

1 Hue2 SY 4/3 オリープ褐色砂質土 '6 5 .. 砂利含む 8 Hue2 SY 5/ I 貴灰色粘質土 ,P 5 cm繍若干湿入

2 Hue2 5Y 4/6 オリープ褐色砂 ~5 •• 砂利多く含む 9 Hue2 SY 5/2 隋貴灰色粘質土 ~5 •• 砂利湿入

3 Hue2 SY 3/3 暗オリープ褐色土 ~1 0 cm磯若干濃入 10 Hue2 5Y 5/1 貴灰色帖質土

（他に比してしまっている） 11 Hue2 SY 5/1 貴灰色粘質土 "'s .. 砂利、,/)5 CM朧濃入
4 Hue2 SY 4/4 オリーブ褐色土 ¢1 0 cm礫若干混入 12 Hue N 5/0 灰色粘賣土

5 Hue2 SY 3/1 黒褐色土 ¢5 cml]ヽ 職遷入 13 Hue2 SY 5/1 貴灰色桔賣土

6 Hue2 5Y 4/4 オリープ褐色砂 <I>-l O cm/Jヽ 磯多<i.l入 1 • .Hue25Y 5/1 貴灰色粘賣土 ~s .. 砂利濃入
6 Hue2 SY 3/3 晴オリーブ湯色紗 qJ ~ 1 0 Cnl小礫多く濃入 15 Hue2 SY 5/2 疇貴灰色粘質土 ~1 0 cm●濃入

7 Hue2 5Y 4/6 オリープ褐色砂質土 ,p 2 0 cm糠混入 1 6 Hue N 3/0 疇灰色粘賣土 -1 0 cno朧蒼干濃入

第 5図 調査区土塁測量図 1 : 200 第6図土層断面図 : 100 

［註］

① 山本雅靖「和田遺跡発掘調査報告』（上野市教育委員会、1986年）。
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3. 遺物

今回の調査では、調査範囲がlOOnfと狭い面積であっ

たことや調査対象が士塁及び堀の一部であったため、

遺物の出土は大変少なく、瓦器の破片を中心に整理

箱に 2箱程度であった。それらの中から瓦器と播鉢

については、山田猛氏の編年研究に基づいてその時

期を考えることとする。以下、出土遺物の概略を記
①② 

述する。

(1)士塁出土の遺物

土師器には、 1の甕、 3の皿、 4の鍋、 5の大和

型羽釜があり、いずれも小片である。時期的には 1

は12世紀頃、 3は13世紀頃、 4は16世紀前半、 5は

13,.....,14世紀と推定される。瓦器には、 7、9,.....,12が

あり、いずれも椀の小片である。時期的には 7は山

田編年1I段階4型式に当たる13世紀前半、 9,.....,11は

皿ー 3に当たる13世紀後半,.....,14世紀前半、 12は、暗

文の状態から、田一 1に当たる13世紀前半と推定さ

れる。陶器には、 14の甕、 16、17の播鉢、 18の練鉢

があり、 14、16、17は信楽、 18は常滑産である。時

期的には、 14は15世紀前半、 16は山田編年IIa型式

に当たる14世紀終わり頃、 17はIIIbに当たる16世紀

前半、 18は13世紀前半と推定される。瓦には、 19の

軒丸瓦、 20の三つ巴の鳥食がある。時期的には近世

と推定される。

(2)堀出土の遺物

須恵器には、 2の甕がある。時期的には古墳時代

後期と推定される。瓦器には6、8があり、いずれ

も椀の小片である。 6はII-3に当たる12世紀後半、

8はIII-2に当たる13世紀代と推定される。陶器に

は、 13の椀、 15の播鉢がある。 13は再興伊賀である。

時期的には13は近世後期、 15はNbに当たる15世紀

後半と推定される。

［註］

① 山田猛「伊賀の瓦器に関する若干の考察」（『中近世土器の基礎

研究II』日本中世土器研究会、 1986年）。

② 山田猛「下郡遺跡群出土の播鉢」(『Miehistory vol.1』三重歴

史文化研究会、 1990年）。

v
/
 

“—=~,, ‘‘ 

-;;;;;zJ 3 芝. K 

戸戸77a :~ 

]戸

'.r・-

ヽ
へ、＼

'-. •• 一
＼ 

こ

21 

‘ヽ

訂
：：＝＝グ012

、こ; ,q .. ~c.. :ヽ
―~,1『 9

‘‘ 

20 cm 

第7図 出土遺物実測図 1 : 4 
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翻酌 聾 器種 批t譴 計測値 (cm) 調整（技法）の特徴 胎土 馘 色 厠 残存度 備 考

1 002-02 土師器 埠醸 口径 (I 7. 2) 外面ハケ目。 3本/cm 密 並 灰白色 □: 1/12 器面磨減
甕 トVンチ11 Hue7. 5YR8/2 

2 002-01 須恵器 堀 口径 (3 3. 8) 外面タタキ。内面同心円。 密 良 灰色 璽： 1/12 器面磨減

甕 北側卜Vンチ HueN6/ 

3 003-04 土師器 土塁 口縁部横ナデ。底部外面及び内面 密 並 灰色 小片

皿 表土 ナデ。 Hue10YR8/2 

4 002-04 土師器 土塁 口縁部外面及び内面ナデ。 密 良 にぶい橙 小片

鍋 樟卜Vンチ Hue7. 5YR6/4 

5 002-03 土師器 土塁 口縁部外面及び内面ナデ。 密 並 浅橙色 小片 大和型

羽釜 Hue10YR8/4 

6 002-06 瓦器 堀 外面は一部にヘラ磨き。内面ヘラ 密 良 灰色 小片

椀 北員卜Vンチ 磨き。端部内側に沈線1本。 HueN6/ 

7 002-05 瓦器 土塁 外面未調整。内面ヘラ磨き。端部 密 良 灰色 小片

椀 表土 内側に沈線1本。 HueN4/ 

8 001-06 瓦器 堀 外面及び内面ナデ。燻しなし。 密 良 灰白色 小片

椀 北員卜Vンチ Hue2. 5Y8/I 

9 001-07 瓦器 土塁 外面は未調整。口縁部及び内面ナ 密 良 灰色 小片

椀 表土 デ。 HueN6/ 

I 0 001-04 瓦器 土塁 外面未調整。口縁部ナデ。内面へ 密 良 灰黄色 小片

椀 表土 ラケズリ。燻しなし。 Hue2. 5Y 

II 003-01 瓦器 土塁 甫北 外面未詞整。口縁部ナデ。内面へ 密 良 灰色 小片

椀 Wンチ31 ラ磨き。 HueN4/ 

I 2 004-02 瓦器 土塁 圃眉 底部内面に暗文あり。 密 良 灰色 小片

椀 トVンチ11 HueN6/ 

I 3 003-03 陶器 堀 高台径 5. 0 外面上部及び内面に施精。底部口 密 良 灰白色 底部 再興伊賀

椀 北側トJ.,ンチ クロナデ。 Hue5Y8/2 

I 4 001-03 陶器 涅爾北 外面及び内面にロクロナデ。 密 良 橙色 小片 僧楽

甕 トレンチ2層 Hue2. 5YR6/6 

I 5 001-05 陶器 堀 外面及び内面にロクロナデ。 密 2n以下の 良 赤色 小片

攘鉢 北側卜いンチ 砂粒含む。 Hue!OR5/8 

16 0 0 1-0 I 陶器 土塁 外面及び内面ナデ。 密 2 .. 以下の 良 淡黄色 小片 信楽

攘鉢 表土 砂粒含む。 Hue2. 5Y8/3 

1 7 001-02 陶器 土塁 口径 (2 6. 6) 外面及び内面ナデ。櫛目3本/CII 密 4 u以下の 良 淡黄色 □: 1/8 信楽
攘鉢 砂粒含む。 Hu e2. 518/4 内眉は 'YHいしており

麒鳴あり．

I 8 003-02 陶器 埠贖 口径 (2 7. 2) 外面及び内面に自然釉。外面底部 密 5mm以下の 良 灰黄色 □: 1/6 常滑
練鉢 トVンチ11 口クロ削り。 砂粒多く含む。 Hue2. 5Y7/2 

I 9 005-01 軒丸瓦 土塁 径 (I 4. 0) 外縁及び内縁部、瓦当部周縁部ナ 密 良 暗灰色 瓦当椙：

表土 プ一。 HueN3/ 1/6 

2 0 005-02 鳥表 土塁 径 11. 9 外縁及び内縁部、瓦当部周縁部ナ 密 良 灰色 瓦当盟： 三つ巴

表土 デ。瓦当部裏面に接着のためのキ HueN5/ 1/2 

ズ有り。

2 I 004-01 靡母石墨 土塁 長さ I 6, 0 表面及びl側

石英牒 表土 幅 4. 6 面に使用痕

砥石 厚さ I. 7 

第2表遺物観察表
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w 結
今回の調査地は、士塁と堀推定部の一部の約lOOni

という限られた狭い範囲であったが、調査前測量の

結果も含め以下のことが明らかになった。

1 . 館の形態

調査区内の土塁は、調査前の予想以上に攪乱を受

けた上に盛土がなされていることが判明した。調査

前西方向に曲がっていた土塁部分も全て近年の盛土

であることが判った。そのため、士塁の旧状を想定

するにあたり、 2つの案が考えられた。

A. 現在は攪乱を受け盛士となっているが、旧状も

やはり西方向に屈曲していた。

B. 屈曲部分は近年に造られたもので、旧状はこの

部分では屈曲していなかった。

旧状を知る手がかりの一つとして地籍図を用いた

結果、土塁南部、上野大山田線を挟んだ地点に遺構

を思わせる地割りを確認することができた。そこで、

土塁はこの部分では屈曲せずに更に南に延びる可能

性を想定し現況を確認した。

その結果、調査範囲の屈曲部は本来の形状を留め

てはいないが、南西角の土塁内側の屈曲は本来の形

状を留めているように見えることを確認した。

また調査に先立って行われた試掘調査では、館跡

南側及び西側土塁延長上に調査を実施しており、何

れの地点からも遺構・遺物は発見されておらず遺跡

範囲外とされている。以上の結果から、 B案の可能

性は低いものとし、 A案を採用したいと考える。

調査前測量及び現況、調査所見から、館の形状は

周囲を堀に囲まれた単郭四方土塁城館であったと考

える。郭内部については今回は調査範囲外であるが、

調査前測量で郭内を区画するような段差を確認する

ことができた。この段差は北側耕地と現在の安場邸

との境目付近にある。耕地側では、溝があったり耕

されたりして区画ははっきりしないが、耕地と安場

邸の境にあるブロック塀内側から安場邸に向かって

はっきりとしたラインを確認することが出来た。ま

語

た、地籍図からも館内が区画されている様子を思わ

せる地割りを確認することができた。この郭内の段

差については、森川常厚氏の指摘する「逆E字区画」

が採用されている可能性を示していると思われる。
① 

今後の調査が待たれる所である。

2. 館の規模

今回の調査で堀については、調査区の制限から館

の東側の堀の一部を確認したにすぎず、東岸につい

ては検出できていない。堀を除いた城館規模は土塁

外側で東西約50m・ 南北約60mであり、この規模の

中世城館は伊賀地域では最も多く見られる大きさで

ぁt。

3. 館の構築時期

今回の調査は、土塁及び堀推定部の調査であり、

また遺物の出土量も大変少なく、館の構築時期を考

える材料としては不十分である。また、重複する和

田遺跡からの遺物の流入も考えられる。その中の数

少ない手がかりから時期を推定する。そのために、

土塁内の遺物より構築時期を推定する。

A〉 ＾
 

----‘‘‘ _,,.._ 
＼ 

第8図 安場氏館跡・和田遺跡周辺地籍図、土地利用
状況図 (1986年当時）
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士塁内の遺物から築城の上限を推定するため、時

期の新しい遺物を選びだすと土師器鍋 (4)、信楽播

鉢 (17) が挙げられる。時期は前述した通り 16世紀

前半と推定される。

また同様に、堀埋士の遺物よりその埋没時期も推

定できる。時期の新しい遺物を選びだすと再興伊賀

の椀 (13) が挙げられる。時期は前述した通り近世

後期と推定される。

いずれも小片であり、また少量であることから明

確に時期を比定できる資料とは言い難いが、館の構

築時期を16世紀前半、堀の最終埋没時期を近世後半

頃と推定したい。

4. おわりに

今回の調査は、限られた範囲の中での調査であり、

郭内の様子はもちろん、堀の全幅、深さ等の詳細に

ついても十分に調査されていない。より具体的な結

果を得、館跡の全容を明らかにするためには、今後

更に十分な調査及び検討を必要とするであろう。

今後、発掘調査の機会を得た際には、今回の成果

を活用して頂くことを期待する。

［註］

① 森川常厚「伊賀中世城館の郭内区画と遺構配置」（『研究紀要

第4号』三重県埋蔵文化財センター、 1995年）。

② 「三重の中世城館」（三重県教育委員会、 1977年）。
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安場氏館跡

□
 

忍忍!哀§裟・・・調査区
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参考図 安場氏館跡・和田城跡縄張図 1 : 1 , 000 『伊賀の中世城館』（伊賀中世城館調査会、 1997年）所収のものを再トレース
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